
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形成外科の特徴 

当院の形成外科は常勤医師 2 名体制で診療しております。日帰り局所麻酔による小さい

手術から、入院が必要な大きな手術も対応可能となっております。 

綺麗で丁寧な手術・診療を心がけて参りますので、お困りのことがあればご相談ください。 

 

取り扱っている疾患 

形成外科で取り扱う疾患は非常に幅広く、外傷・腫

瘍・再建・先天奇形・美容などの分野があります。形成外

科はまだまだ認知度の低い診療科であり、形成外科を

受診するべきなのにどこに行ったらいいかわからない

患者さんも多い印象を受けます。また、他科からのご紹

介があってこそ成り立つ診療科でもあります。 

 

 

 

 

・皮膚皮下腫瘍、母斑、血管腫 

・肥厚性瘢痕、ケロイド、瘢痕拘縮 

・熱傷 

・眼瞼下垂症（まぶたの下がり）・内反症など、眼の疾患 

・爪の変形（陥入爪、巻き爪） 

・臍突出症（でべそ）など、へその変形 

・陥没乳頭、副乳など、乳房関連の変形 

・先天性耳瘻孔、副耳、埋没耳など、耳の変形 

・腋臭症（わきが） 

・顔面外傷、顔面骨骨折 

・毛が関連する疾患（禿瘡、毛巣洞など） 

・難治性皮膚潰瘍（治りにくい創）、褥瘡（床ずれ） 

・乳房再建手術（自家組織再建、インプラント再建）、 

その他再建手術 
 

最後に 

綺麗で丁寧な手術を心がけて参ります。地域の先生方と連携を取りながら診療を

進めていきますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 
 

 
 


